
別記様式12号
川棚警察署協議会第３回会議議事概要

日 時 令和５年７月28日(金) 13時30分～15時00分

場 所 川棚警察署４階講堂

１ 協議会
朝長会長 三坂委員 岸川委員 山口委員 澤田委員

出 席 者 ２ 警察署
山口署長 山口副署長 大安刑事生活安全課長 松永交通課長

３ 書 記
警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について
署長から、前回協議会における提出意見に対する推進状況ついて、

次のとおり説明があった。
(1) 災害対策の推進について
ア 災害発生に備えた災害装備資機材の使用習熟訓練を実施した。
イ 管内の災害危険箇所の実地踏査を実施した。
ウ 認定こども園の避難訓練に署員を派遣し、訓練状況の確認、
関係者との意見交換、避難に関する助言指導を実施した。
エ 災害対策連絡会議、川棚町防災会議等に参加し、自治体との
情報共有を図った。

オ 災害への備えを内容としたミニ広報紙を作成・配布した。
カ ケーブルテレビを通じた情報発信を実施した。
キ 長崎県警察公式ＳＮＳを活用した広報を実施した。

(2) 犯罪抑止対策の推進について
ア 桜陶祭、波佐見陶器まつりでの防犯キャンペーンを実施した。
イ ＪＲ川棚駅前駐輪場周辺での自転車の防犯診断を実施した。
ウ ケーブルテレビを通じた情報発信を実施した。

会議の状況 エ 長崎県警察公式ＳＮＳを活用した広報を実施した。

２ 諮問テーマへの協議会の答申に対する推進状況について
署長から、前回協議会における諮問テーマ「交通事故抑止対策」

への答申に対する推進状況について、次のとおり説明があった。
(1) 帰宅時間帯の見守り活動の強化について
ア 帰宅時間帯に合わせたパトロールを実施した。
イ 帰宅時間帯を重点とした通学路付近での交通指導取締りを実
施した。

ウ 帰宅時間帯における街頭監視など見守り活動を実施した。
(2) 手のひら運動、自転車乗車時のヘルメット着用広報について
ア 各種会合等において高齢者に対する交通安全講話を実施した。
イ 交通安全講話、交通安全教室及び自動車安全教室を通じて児
童や高校生に対する広報を実施した。
ウ 春の交通安全運動期間中における交通安全キャンペーンを実
施した。

(3) 交通指導取締りの実施について
下校時間帯の通学路を重点とした街頭監視及び交通指導取締り

を実施した。
(4) 交通危険箇所の調査及び標識の見直しについて

管内の交通安全施設点検を実施し、道路標識・標示等の劣化、
摩耗を発見し、是正措置を実施した。

３ 令和５年４月から６月までの業務重点推進結果について
署長から次のとおり説明があった。

(1) 犯罪抑止対策の推進
ア 関係機関・団体と連携した活動の実施
イ 現状に沿った広報活動の実施

(2) 各種犯罪検挙活動の推進
(3) 社会情勢の変化に応じた実態把握活動の推進



ア 巡回連絡の推進
イ 各種会合等における管内実態把握の実施

(4) 子供と高齢者の交通事故防止対策の推進
ア 街頭活動の実施
イ 子供の交通事故防止対策の実施

各種体験型講習、視聴覚教材による教養の実施
ウ 広報啓発活動の実施

自転車のヘルメット着用に関する広報啓発
(5) 警備諸対策の推進
ア 国際テロ対策の推進
イ 災害対策の推進

４ 業務重点推進計画について
署長から次のとおり説明があった。

(1) 夏休み期間中における少年非行及び犯罪被害防止の推進
ア 街頭補導活動の強化による少年非行及び犯罪被害防止対策の
推進

イ 広報活動の実施
(2) 各種犯罪検挙活動の強化
(3) 夏期における水難事故防止対策の推進
ア 事故発生危険箇所の把握
イ パトロールの強化
ウ 広報活動の強化

(4) 交通事故抑止対策の推進
ア 子供の交通事故防止対策の推進
イ 広報啓発活動の推進

(5) 災害対策の推進

１ 水難事故防止対策の推進について
海水浴場だけでなく、川やため池などで水難事故が発生しないよ

うにパトロールや声掛けのほか広報活動を実施してもらいたい。
提 出 意 見 ２ 交通事故抑止対策の推進について

国道や県道のほか裏道などでの交通指導取締りを強化するなど交
通事故抑止対策を推進してもらいたい。


